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地域

経緯

功績内容

　揖斐川町は 、岐阜県の最西部に位置し、町の南西部から北西部にかけて標高１，０００ｍを超え
る山々がそびえ、その山間を縫うように木曽三川の１つである揖斐川をはじめいくつかの川が流
れています。また町の南東部は、濃尾平野の最北端に位置する平坦地となっており、市街地および
田園地帯となっていて、約２万人の町民が生活をしています。
　当センターは、その揖斐川の源流域にあり、豊かな山々に囲まれ、四季折々の美しい景色が楽し
めます。また、４キロ上流には日本最大の総貯水量と堤体積を誇る徳山ダムがあり、揖斐川を洪水
から守り支えています。

　地元の小中高生や流域住民の方々が参加する植樹活動や、水源地域の環境を活用した体験学習
プログラムの実施に加え、活動センターが主体となって徳山ダムの施設案内を実施するなど、水資
源の保全や啓発活動に尽力しています。

　平成２０年４月、揖斐川源流域の環境保全と活用を目的として、「生命の水と森の活動センター」
が発足し、令和５年４月には、揖斐川町の組織となりました。昨年度は小学校や各種団体等が約７
５団体、２，８００人ほどが利用しました。
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誇る徳山ダムの案内

ダム堤体の大きさを実感し、
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木の堅さやにおいを
感じる丸太切り大会

地元高校生や流域住民が参加する
「実のなる木を植えよう大作戦」
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